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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＥ（User Equipment）へ、少なくとも１つのoperator-defined access category def
initionsを含むREGISTRATION ACCEPTメッセージを送信し、少なくとも１つのoperator-de
fined access category definitionsを含むことによって、前記ＵＥにREGISTRATION COMP
LETEメッセージを送信させ、
　前記ＵＥから、前記少なくとも１つのoperator-defined access category definitions
の肯定応答受信を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを受信する、コアネットワーク
ノードのための方法。
【請求項２】
　さらに、前記コアネットワークノードが前記REGISTRATION ACCEPTメッセージを送ると
き、タイマを始動させ、
　前記コアネットワークノードは、前記タイマが終了する前に、前記コアネットワークノ
ードが前記REGISTRATION COMPLETEメッセージを受信しない場合、前記REGISTRATION ACCE
PTメッセージを送信するように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　コアネットワークノードから、少なくとも１つのoperator-defined access category d
efinitionsを含むREGISTRATION ACCEPTメッセージを受信し、
　受信された前記少なくとも１つのoperator-defined access category definitionsを記
憶し、
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　前記コアネットワークノードへ、受信された前記少なくとも１つのoperator-defined a
ccess category definitionsの肯定応答を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを送信
する、ＵＥ（User Equipment）のための方法。
【請求項４】
　さらに、前記ＵＥが、operator-defined access category definitionsを既に記憶済み
である場合、受信された前記少なくとも１つのoperator-defined access category defin
itionsを記憶する前に、記憶されたoperator-defined access category definitionsを削
除する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　さらに、前記コアネットワークノードが、タイマが終了する前に、前記REGISTRATION C
OMPLETEメッセージを受信しなかった場合、前記コアネットワークノードから、少なくと
も１つのoperator-defined access category definitionsを含む第２のREGISTRATION ACC
EPTメッセージを受信し、
　前記コアネットワークノードが前記REGISTRATION ACCEPTメッセージを送信するとき、
前記タイマが計時を開始する、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　さらに、前記コアネットワークノードへ、REGISTRATION REQUESTメッセージを送信し、
　前記REGISTRATION REQUESTメッセージを送信したことに基づいてタイマを始動させ、
　前記ＵＥは、前記タイマが終了したことに基づいて、前記コアネットワークノードへRE
GISTRATION REQUESTメッセージを送信するように構成される、請求項３乃至５のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記REGISTRATION REQUESTメッセージは、前記ＵＥがoperator-defined access catego
ry definitionsを設定されていないことを示す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　　ＵＥ（User Equipment）へ、少なくとも１つのoperator-defined access category d
efinitionsを含むREGISTRATION ACCEPTメッセージを送信する手段と、ここで少なくとも
１つのoperator-defined access category definitionsを含むことによって、前記ＵＥに
REGISTRATION COMPLETEメッセージを送信させ、
　　前記ＵＥから、前記少なくとも１つのoperator-defined access category definitio
nsの肯定応答受信を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを受信する手段と、を備える
、コアネットワークノード。
【請求項９】
　前記コアネットワークノードは、前記コアネットワークノードが前記REGISTRATION ACC
EPTメッセージを送信するときに、タイマを始動する手段をさらに備え、
　前記コアネットワークノードは、前記タイマが終了する前に、前記コアネットワークノ
ードが前記REGISTRATION COMPLETEメッセージを受信しない場合、前記REGISTRATION ACCE
PTメッセージを送信するように構成される、請求項８に記載のコアネットワークノード。
【請求項１０】
　コアネットワークノードから、少なくとも１つのoperator-defined access category d
efinitionsを含むREGISTRATION ACCEPTメッセージを受信する受信手段と、
　　受信された前記少なくとも１つのoperator-defined access category definitionsを
記憶する記憶手段と、
　　前記コアネットワークノードへ、受信された前記少なくとも１つのoperator-defined
 access category definitionsの肯定応答を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを送
信する送信手段と、を備える、ＵＥ（User Equipment）。
【請求項１１】
　前記ＵＥが、operator-defined access category definitionsを既に記憶済みである場
合、受信された前記少なくとも１つのoperator-defined access category definitionsを
記憶する前に、記憶されたoperator-defined access category definitionsを削除する削
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除手段をさらに備える、請求項１０に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　前記受信手段は、タイマが終了する前に、前記コアネットワークノードが前記REGISTRA
TION COMPLETEメッセージを受信しなかった場合、前記コアネットワークノードから、少
なくとも１つのoperator-defined access category definitionsを含む第２のREGISTRATI
ON ACCEPTメッセージを受信するように構成され、前記コアネットワークノードが前記REG
ISTRATION ACCEPTメッセージを送るとき、前記タイマが計時を始動する、請求項１０又は
１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記コアネットワークノードへ、REGISTRATION REQUESTメッセージを送信する送信手段
と、
　前記REGISTRATION REQUESTメッセージを送信したことに基づいてタイマを始動させる手
段をさらに備え、
　前記ＵＥは、前記タイマが終了したことに基づいて、前記コアネットワークノードへRE
GISTRATION REQUESTメッセージを送るように構成される、請求項１０乃至１２のいずれか
１項に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記REGISTRATION REQUESTメッセージは、前記ＵＥがoperator-defined access catego
ry definitionsにより構成されていないことを示す、請求項１３に記載のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、統合アクセス制御に関連するパラメータを更新するための手続きに関する。
【背景技術】
【０００２】
　５ＧＳにおいて、統合アクセス制御（ＵＡＣ：Unified Access Control）は、様々な状
況（例えば、輻輳、ネットワークメンテナンス等）においてＵＥからのシグナリングのア
クセス制御を実行するために定義される。ＵＥは、アクセス識別と、アクセスカテゴリと
して分類されるイベントとにより構成される。アクセスカテゴリは、標準アクセスカテゴ
リと、operator defined access categoryとにさらに分類される。以下、operator defin
ed access categoryは「ＰＬＭＮ operator defined access category」とも表わされる
。ＰＬＭＮ operator defined access categoryは、ＮＡＳメッセージ内でＵＥへ送られ
る。現在のoperator defined access categoryは、１）ＤＮＮ、２）5G QoS ID、３）OS 
ID+APP ID、および４）Ｓ－ＮＳＳＡＩである。operator defined access categoryはＰ
ＬＭＮベースである。
【０００３】
　ＵＥがネットワークにアクセスすることが必要とされる場合、ＵＥのＮＡＳ層は、イベ
ントのアクセスタイプとアクセスカテゴリとを決定する。ＵＥのＮＡＳ層は、アクセス制
御手続きのために、このパラメータをＵＥのアクセスストラタム（例えば、ＲＲＣ層、Ｓ
ＤＡＰ層、ＰＤＣＰ層、ＲＬＣ層、ＭＡＣ層およびＰＨＹ層）に与える。アクセスカテゴ
リとアクセスタイプとに基づいたアクセス層は、ネットワークへのアクセスが許可される
か否かを決定する。ネットワークへのアクセスが許可される場合、次いでＵＥは、ＲＲＣ
接続を確立し、次いで、initial ＮＡＳメッセージを送る。ネットワークへのアクセスが
イベントに対して許可されない場合、アクセスストラタム（ＡＳ）層は、ＮＡＳ層に、ア
クセスがイベントに対して許可されないと通知する。この場合において、ＮＡＳ層は、ネ
ットワークへのアクセスが許可されるようになるまで、ＮＡＳシグナリング接続を確立す
ることも、ＮＡＳメッセージを送ることもしない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
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【非特許文献１】3GPP TS 24.501 V15.0.0 (2018-6)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　課題ステートメント１：
　ネットワークは、ＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤ（Operator-defined access catego
ry definitions）をＵＥへ送信する。しかしながら、ネットワークは、登録手続きが正常
に完了した後に、Configuration Update Commandメッセージ内でＯＤＡＣＤを送る必要が
あるので、ＮＰＬ１において定義されるようなConfiguration Update Commandメッセージ
内でＯＤＡＣＤを送ることは効率的ではない。これは、ＵＥにおけるＯＤＡＣＤの構成を
遅延させることになり、そのため、登録手続きが完了した後にConfiguration Update Com
mandメッセージがＵＥに到達するまで、アクセス制御メカニズムはＵＥによって適用され
ない。加えて、５ＧＳは、いわゆるfollow-on requestと呼ばれる特徴を有する。follow-
on requestの場合において、ＵＥは、登録手続きの完了の直後にＰＤＵセッションを確立
するために、registration requestメッセージ内にアクティブフラグ情報要素を含む。こ
の場合において、operator defined access categoryの下でMO callを限定するためのＵ
ＡＣは、全く機能しない。
【０００６】
　これらのシナリオにおいて、ネットワークが輻輳を受けており、ＵＥからのシグナリン
グを停止させたい場合、ネットワークは、シグナリングを停止させることができない。輻
輳状況は悪化し得る。これは、ＯＤＡＣＤを伝達するための追加のシグナリングを必要と
する。
【０００７】
　さらに、（例えば、ＮＡＳメッセージがＵＥへ転送される前に、ＵＥとＮＧ－ＲＡＮと
の間の無線リンク障害に起因して）ＮＡＳメッセージが失われる場合、ＯＤＡＣＤを含む
ＮＡＳメッセージはＵＥによって受信されないことがあるので、ネットワークがＯＤＡＣ
ＤによりＵＥを構成する場合、ＯＤＡＣＤの受信が成功したという肯定応答がネットワー
クにおいて必要とされる。
【０００８】
　課題ステートメント２：
　ネットワークは、いくつかのネットワーク条件（例えば輻輳）に起因して、ＯＤＡＣＤ
によりＵＥを構成しないことがあり得る。そのような状況において、ネットワークは、ど
のＵＥがＯＤＡＣＤにより構成され、どのＵＥがＯＤＡＣＤにより構成されないのかを追
跡しないことがあり得る。ネットワークは、ＯＤＡＣＤによりＵＥを構成することができ
ないことがあり得る。そのようなＵＥは、構成されたＯＤＡＣＤを有さず、ＰＬＭＮにお
いてＯＤＡＣＤを適用しないであろう。
【０００９】
　また、いくつかの状況において、ネットワークは、ＵＥの現在のＯＤＡＣＤが何である
かを知ることができないことがある。このシナリオにおいて、ネットワークがＯＤＡＣＤ
によりＵＥを更新する必要がある場合、ネットワークは、どのＵＥが更新される必要があ
るのかを知らない。これは、ＵＥが、構成された最新のＯＤＡＣＤを既に有していても、
ネットワークが、現在のＯＤＡＣＤによりすべてのＵＥを更新することにつながり得る。
これは追加のシグナリングを招くことになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示の第１の態様にかかる、コアネットワークノードのための方法は、ＵＥ（User E
quipment）へ、少なくとも１つのoperator-defined access category definitionsを含む
REGISTRATION ACCEPTメッセージを送信することであって、少なくとも１つのoperator-de
fined access category definitionsを含むことは、ＵＥにREGISTRATION COMPLETEメッセ
ージを送らせる、送信することと、ＵＥから、少なくとも１つのoperator-defined acces
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s category definitionsの肯定応答受信を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを受信
することとを含む。
【００１１】
　本開示の第２の態様にかかるコアネットワークノードは、命令を記憶するメモリと、少
なくとも１つのハードウェアプロセッサであって、ＵＥ（User Equipment）へ、少なくと
も１つのoperator-defined access category definitionsを含むREGISTRATION ACCEPTメ
ッセージを送信することであって、少なくとも１つのoperator-defined access category
 definitionsを含むことは、ＵＥにREGISTRATION COMPLETEメッセージを送らせる、送信
することと、ＵＥから、少なくとも１つのoperator-defined access category definitio
nsの肯定応答受信を示すREGISTRATION COMPLETEメッセージを受信することとを行うため
の命令を処理するように構成された、少なくとも１つのハードウェアプロセッサとを含む
。
【００１２】
　本開示の第３の態様にかかるＵＥ（User Equipment）は、命令を記憶するメモリと、少
なくとも１つのハードウェアプロセッサであって、コアネットワークノードから、少なく
とも１つのoperator-defined access category definitionsを含むREGISTRATION ACCEPT
メッセージを受信することと、受信された少なくとも１つのoperator-defined access ca
tegory definitionsを記憶することと、コアネットワークノードへ、受信された少なくと
も１つのoperator-defined access category definitionsの肯定応答を示すREGISTRATION
 COMPLETEメッセージを送ることとを行うための命令を処理するように構成された、少な
くとも１つのハードウェアプロセッサとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】解決策１のシグナリングフローを示す図である。
【図２】解決策２のシグナリングフローを示す図である。
【図３】ＵＥの一般的なブロック図を示す図である。
【図４】（Ｒ）ＡＮの一般的なブロック図を示す図である。
【図５】ＡＭＦの一般的なブロック図を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　略語
　本文書のために、3GPP TR 21.905 V15.0.0(2018-03)において与えられている略語およ
び下記を適用する。本文書において定義される略語は、もしあれば、3GPP TR 21.905 V15
.0.0(2018-03)における同じ略語の定義に優先する。
5GC　　　　　　5G Core Network
5GS　　　　　　5G System
5G-AN　　　　　　5G Access Network
5G-GUTI　　　　5G Globally Unique Temporary Identifier
5G S-TMSI　　　　5G S-Temporary Mobile Subscription Identifier
5QI　　　　　　5G QoS Identifier
AF　　　　　　Application Function
AMF　　　　　　Access and Mobility Management Function
AN　　　　　　Access Node
AS　　　　　　Access Stratum
AUSF　　　　　　Authentication Server Function
CM　　　　　　Connection Management
CP　　　　　　Control Plane
CSFB　　　　　　Circuit Switched (CS) Fallback
DL　　　　　　Downlink
DN　　　　　　Data Network
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DNAI　　　　　　DN Access Identifier
DNN　　　　　　Data Network Name
EDT　　　　　　Early Data Transmission
EPS　　　　　　Evolved Packet System
EPC　　　　　　Evolved Packet Core
FQDN　　　　　　Fully Qualified Domain Name
GFBR　　　　　　Guaranteed Flow Bit Rate
GMLC　　　　　　Gateway Mobile Location Centre
GPSI　　　　　　Generic Public Subscription Identifier
GUAMI　　　　　　Globally Unique AMF Identifier
HR　　　　　　Home Routed (roaming)
I-RNTI　　　　　　I-Radio Network Temporary Identifier
LADN　　　　　　Local Area Data Network
LBO　　　　　　Local Break Out (roaming)
LMF　　　　　　Location Management Function
LRF　　　　　　Location Retrieval Function
MAC　　　　　　Medium Access Control
MFBR　　　　　　Maximum Flow Bit Rate
MICO　　　　　　Mobile Initiated Connection Only
MME　　　　　　Mobility Management Entity
N3IWF　　　　　　Non-3GPP Inter Working Function
NAI　　　　　　Network Access Identifier
NAS　　　　　　Non-Access Stratum
NEF　　　　　　Network Exposure Function
NF　　　　　　Network Function
NG-RAN　　　　Next Generation Radio Access Network
NR　　　　　　New Radio
NRF　　　　　　Network Repository Function
NSI ID　　　　　　Network Slice Instance Identifier
NSSAI　　　　　　Network Slice Selection Assistance Information
NSSF　　　　　　Network Slice Selection Function
NSSP　　　　　　Network Slice Selection Policy
PCF　　　　　　Policy Control Function
PEI　　　　　　Permanent Equipment Identifier
PER　　　　　　Packet Error Rate
PFD　　　　　　Packet Flow Description
PLMN 　　　　　　Public land mobile network
PPD　　　　　　Paging Policy Differentiation
PPI　　　　　　Paging Policy Indicator
PSA　　　　　　PDU Session Anchor
QFI　　　　　　QoS Flow Identifier
QoE　　　　　　Quality of Experience
(R)AN　　　　　　(Radio) Access Network
RLC　　　　　　Radio Link Control
RM　　　　　　Registration Management
RQA　　　　　　Reflective QoS Attribute
RQI　　　　　　Reflective QoS Indication　　
RRC　　　　　　Radio Resource Control
SA NR　　　　　　Standalone New Radio
SBA　　　　　　Service Based Architecture
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SBI　　　　　　Service Based Interface
SD　　　　　　Slice Differentiator
SDAP　　　　　　Service Data Adaptation Protocol
SEAF　　　　　　Security Anchor Functionality
SEPP　　　　　　Security Edge Protection Proxy
SMF　　　　　　Session Management Function
S-NSSAI　　　　Single Network Slice Selection Assistance Information
SSC　　　　　　Session and Service Continuity
SST　　　　　　Slice/Service Type
SUCI　　　　　　Subscription Concealed Identifier
SUPI　　　　　　Subscription Permanent Identifier
UDSF　　　　　　Unstructured Data Storage Function
UL　　　　　　Uplink
UL CL　　　　　　Uplink Classifier
UPF　　　　　　User Plane Function
UDR　　　　　　Unified Data Repository
URSP　　　　　　UE Route Selection Policy
SMS　　　　　　Short Message Service
SMSF　　　　　　SMS Function
MT　　　　　　Mobile Terminated
UAC　　　　　　　　Unified Access Control
ODACD　　　　　　Operator Defined Access Category Definitions
OS　　　　　　　　Operating System
【００１５】
　定義
　本文書のために、3GPP TR 21.905 V15.0.0(2018-03)および下記において与えられてい
る用語および定義を適用する。本文書において定義される用語は、もしあれば、3GPP TR 
21.905 V15.0.0(2018-03)における同じ用語の定義に優先する。
【００１６】
　第１の態様（課題ステートメント１を解決するための解決策１）：
　ＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤの受信を肯定応答するＮＡＳメッセージを送信する。
【００１７】
　解決策１の第１の態様のいくつかの実例は、下記の通りである。
　１．ネットワークは、ＵＥに対してＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤを送り、タイマを
始動させる。１つの場合において、ネットワークは、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応答を送信
するようにＵＥに要求するインジケーションを含む。
【００１８】
　２．ＵＥは、ＯＤＡＣＤのみ、またはＯＤＡＣＤと、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応答を送
るようにＵＥに要求するインジケーションとの両方を含むＮＡＳメッセージを受信すると
、過去に受信されたＯＤＡＣＤを除去し、第１のＮＡＳメッセージ内の新たに受信された
ＯＤＡＣＤを記憶し、ＯＤＡＣＤの受信成功を示すインジケータを含むＮＡＳメッセージ
をネットワークへ送信する。ＵＥは、受信されたＯＤＡＣＤパラメータを統合アクセス制
御において適用する。
【００１９】
　３．ステップ１において始動されたタイマが終了したとき、ネットワークは、ステップ
１において定義されたような内容を有する別のＮＡＳメッセージを再送信する。
【００２０】
　解決策１の第１の態様の別の実例は、下記および図１において説明される。
【００２１】
　１－２．ネットワークは、ＵＥに対してOperator-defined access category definitio
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nss（ＯＤＡＣＤ）情報要素を含む第１のNon Access Stratum（ＮＡＳ）メッセージを送
信する。ネットワークは、第１のＮＡＳメッセージを送信した後にタイマＴ１を始動させ
る。
【００２２】
　一例において、第１のＮＡＳメッセージは、ＯＤＡＣＤと、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応
答として第２のＮＡＳメッセージを送るようにＵＥに要求するＡｃｋ情報要素とを含む。
ＡＣＫ情報およびＯＤＡＣＤが第１のＮＡＳメッセージに含まれている場合にのみ、ネッ
トワークはタイマＴ１を始動させる。すなわち、第１のＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤお
よびＡＣＫ情報要素を含まない場合、ネットワークはタイマＴ１を始動させない。
【００２３】
　３．ＵＥは、第１のＮＡＳメッセージを受信する。ＵＥは、過去に受信されたＯＤＡＣ
Ｄを除去し、第１のＮＡＳメッセージ内の新たに受信されたＯＤＡＣＤを最新のＯＤＡＣ
Ｄとして記憶する。
【００２４】
　４．ＵＥは、第１のＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤ情報要素を含むかどうかを決定する
。第１のＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤ情報要素を含む場合、ＵＥは、第１のＮＡＳメッ
セージまたは単なるＮＡＳメッセージ内で、現在のＯＤＡＣＤ、または現在のＯＤＡＣＤ
とＯＤＡＣＤの受信成功を示すＡＣＫ情報要素とを含む第２のＮＡＳメッセージを送信す
る。
【００２５】
　一例において、第１のＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤおよびＡＣＫ情報要素を含む場合
、ＵＥは、第１のＮＡＳメッセージまたは単なるＮＡＳメッセージ内で、現在のＯＤＡＣ
Ｄ、または現在のＯＤＡＣＤとＯＤＡＣＤの受信成功を示すＡＣＫ情報要素とを含む第２
のＮＡＳメッセージを送信する。
【００２６】
　５．第２のＮＡＳメッセージは失われる。
【００２７】
　６－８．タイマＴ１が終了し、ネットワークは第３のＮＡＳメッセージを再送信する。
第３のＮＡＳメッセージは、ＵＥの最新のＯＤＡＣＤを含む。ネットワークは、ステップ
１において説明されたような手続きに従う。一例において、ステップ６におけるタイマ終
了は、ステップ１における第１のＮＡＳメッセージが失われる状況で発生し得る。
【００２８】
　９－１０．第３のＮＡＳメッセージを受信すると、ＵＥは、ステップ３およびステップ
４において説明されたような手続きを実行する。
【００２９】
　１１．ＯＤＡＣＤの受信成功を示す情報要素を含む第４のＮＡＳメッセージ受信すると
、ネットワークはタイマＴ１を停止させる。一例において、ネットワークは、ＯＤＡＣＤ
、またはＯＤＡＣＤとＯＤＡＣＤの受信成功を示す情報要素とを受信した場合、タイマＴ
１を停止させる。一例において、ネットワークは、ＯＤＡＣＤの受信成功を示す第４のＮ
ＡＳメッセージ受信した場合、タイマＴ１を停止させるであろう。すなわち、第４のＮＡ
Ｓメッセージは、ＯＤＡＣＤの受信のいかなる肯定応答またはＯＤＡＣＤ自体も含まない
。
【００３０】
　一例において、第１のＮＡＳメッセージおよび第３のＮＡＳメッセージは、ＴＳ　２４
．５０１［４］において定義されるようなRegistration Acceptメッセージであり、第２
のＮＡＳメッセージおよび第４のＮＡＳメッセージは、ＴＳ　２４．５０１［４］におい
て定義されるようなRegistration completeメッセージである。
【００３１】
　タイマＴ１の単位は、ミリ秒、秒、分または時間であってもよい。
【００３２】
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　一例において、第１のＮＡＳメッセージまたは第３のＮＡＳメッセージは、ＴＳ　２４
．５０１［４］において定義されるようなDL NAS TRANSPORTであり、第２のＮＡＳメッセ
ージまたは第４のＮＡＳメッセージは、ＴＳ　２４．５０１［４］において定義されるよ
うなUL NAS TRANSPORTである。タイマＴ１は新しいタイマである。
【００３３】
　一例において、第１のＮＡＳメッセージまたは第３のＮＡＳメッセージは、新しいＮＡ
Ｓメッセージ、またはConfiguration Update Command以外の既存のＮＡＳメッセージであ
り、第２のＮＡＳメッセージまたは第４のＮＡＳメッセージは、別の新しいメッセージ、
またはConfiguration Update Completeメッセージ以外の既存のＮＡＳメッセージである
。タイマＴ１は新しいタイマである。
【００３４】
　一例において、解決策１におけるネットワークまたは５ＧＣは、ＡＭＦである。一例に
おいて、解決策１におけるネットワークはＭＭＥである。
【００３５】
　解決策１の一例において、ＡＣＫ情報要素は、常にＯＤＡＣＤ情報要素と共に設定され
る。しかしながら、第１のＮＡＳメッセージまたは第３のＮＡＳメッセージ内のすべての
情報がＵＥによって適切に受信されたことを確認するために、ネットワークがＵＥからの
肯定応答メッセージを要求するときは常に、ネットワークは、第１のＮＡＳメッセージお
よび第３のＮＡＳメッセージにおいてスタンドアロンのＵＥに対してＡＣＫ情報要素を示
すことができる。ＵＥが、第１のＮＡＳメッセージおよび第３のＮＡＳメッセージ内でＡ
ＣＫ情報要素を受信し、ＵＥが、第１のＮＡＳメッセージまたは第３のＮＡＳメッセージ
を適切に受信した場合、ＵＥは、ネットワークに対して、第２のＮＡＳメッセージまたは
第４のＮＡＳメッセージを送る。第２のＮＡＳメッセージおよび第４のＮＡＳメッセージ
は、ＡＣＫ情報要素と、第１のＮＡＳメッセージまたは第３のＮＡＳメッセージ内でネッ
トワークによって要求される情報要素とを含み得る。このメカニズムは、ＵＥとネットワ
ークとの間でデータ設定を同期させるための一般的なメカニズムと考えることができる。
【００３６】
　一例において、ネットワークは、ＡＣＫ情報要素を含まない。ＵＥが、ＮＡＳメッセー
ジ内でＯＤＡＣＤ情報要素を受信した場合、ＵＥは、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応答を示す
ＮＡＳメッセージを常に送信する。
【００３７】
　一例において、ＵＥは、ＯＤＡＣＤの受信を明示的に示すいかなる情報要素も含めずに
、第２のＮＡＳメッセージまたは第４のＮＡＳメッセージを送信する。ネットワークにお
いて第２のＮＡＳメッセージまたは第４のＮＡＳメッセージを受信すると、ネットワーク
は、ＯＤＡＣＤがＵＥにおいて正常に受信されたと決定する。
【００３８】
　あるいは、または上記に加えて、ＵＥは、特定のＮＡＳメッセージとＯＤＡＣＤ　ＩＥ
との組み合わせに基づいて、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応答を含むＮＡＳメッセージの送信
が必要か否かを決定してもよい。特定のＮＡＳメッセージは、Configuration Update Com
mand以外の、Registration Acceptメッセージ、DL NAS TRANSPORTメッセージまたは既存
のＮＡＳメッセージであり得る。一例において、３ＧＰＰ技術基準は、受信された特定の
ＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤ　ＩＥを含む場合、および特定のＮＡＳメッセージがRegi
stration Acceptメッセージである場合、ＵＥは、ＯＤＡＣＤの受信の肯定応答を含むＮ
ＡＳメッセージを送信すべきであると定義し得る。この状況において、ＵＥが、ＯＤＡＣ
Ｄ　ＩＥを含むRegistration Acceptメッセージを受信済みである場合、ＵＥは、ＯＤＡ
ＣＤの受信の肯定応答を含むＮＡＳメッセージの送信が必要であると決定する。
【００３９】
　第２の態様（解決策２は課題ステートメント２を解決する）：
　ネットワークに対して現在のＯＤＡＣＤ構成を示すＵＥ。
【００４０】
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　解決策２の第２の態様のいくつかの実例は、下記の通りである。図２は、解決策２のス
テップを示す。
【００４１】
　１．ＵＥが、ＮＡＳメッセージをネットワークへ送信する場合、ＵＥは、現在のＯＤＡ
ＣＤを含む。１つの場合において、ＵＥがいかなるＯＤＡＣＤによっても構成されていな
い場合、ＵＥは、ＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤ　ＩＥを送信する。
【００４２】
　２．ネットワークが、ＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤを受信した場合、ネットワーク
は、受信されたＯＤＡＣＤとＵＥの現在のＯＤＡＣＤとを比較する。ＵＥからの受信され
たＯＤＡＣＤがネットワーク内の現在のＯＤＡＣＤと異なる場合、ネットワークは、ＮＡ
Ｓメッセージ内でＯＤＡＣＤを送信する。
【００４３】
　３．ＵＥが、ＮＡＳメッセージ内でＯＤＡＣＤを受信した場合、ＵＥは、過去に構成さ
れたいかなるＯＤＡＣＤも除去し、受信されたＯＤＡＣＤを記憶し、ＵＡＣ手続きにおい
てＯＤＡＣＤを使用する。
【００４４】
　解決策２の第２の態様の別の実例は、下記に説明される。
【００４５】
　１．ＵＥは、ＵＥにおいて構成された現在のＯＤＡＣＤを含む第１のＮＡＳメッセージ
を送る。一例において、ＵＥがＯＤＡＣＤにより構成済みでない場合、ＯＤＡＣＤ　ＩＥ
は、ＯＤＡＣＤがＵＥにおいて構成されていないことを示す。ここで、ＯＤＡＣＤ　ＩＥ
は、ＯＤＡＣＤがＵＥにおいて構成されていないことを明示的に示してもよい。あるいは
、ＯＤＡＣＤ　ＩＥは、ＯＤＡＣＤ　ＩＥの内容を空にすることによって、ＵＥにおいて
ＯＤＡＣＤが構成されていないことを黙示的に示してもよい。
【００４６】
　一例において、ＵＥがＯＤＡＣＤにより構成されていない場合、ＵＥは、タイマＴ１を
始動させ、タイマＴ１が終了したときに、ステップ１を実行する。
【００４７】
　２－３．ネットワークにおいて第１のＮＡＳメッセージを受信すると、ネットワークは
、受信されたＯＤＡＣＤがＵＥに対して構成された最新のＯＤＡＣＤであるか、または、
ＵＥがいかなるＯＤＡＣＤでも構成されていないことをＯＤＡＣＤが示すかを決定する。
受信されたＯＤＡＣＤが最新でない場合、またはＵＥがＯＤＡＣＤにより構成されていな
いことをＯＤＡＣＤが示す場合、ネットワークは、最新のＯＤＡＣＤを含む第２のＮＡＳ
メッセージをＵＥへ送信する。ネットワークはタイマＴ１を始動させる。
【００４８】
　１つのシナリオにおいて、ネットワークは、ＯＤＡＣＤを含むＮＡＳメッセージの受信
を示すＮＡＳメッセージを送るようにＵＥに要求するインジケータを含む。
【００４９】
　４．第２のＮＡＳがメッセージを受信すると、ＵＥは、ＯＤＡＣＤの受信成功を示す情
報要素を含む第３のＮＡＳメッセージを送信する。
【００５０】
　一例において、ＵＥは、第３のＮＡＳメッセージ内にネットワークから受信されたＯＤ
ＡＣＤを含める。
【００５１】
　一例において、第２のＮＡＳメッセージがＯＤＡＣＤと、ＯＤＡＣＤの受信時にＮＡＳ
メッセージを送信するようにＵＥに要求する情報要素Ａｃｋとを含む場合、ＵＥは、第３
のＮＡＳメッセージを送信する。
【００５２】
　５．第３のＮＡＳメッセージの受信時に、ネットワークはタイマＴ１を停止させる。
【００５３】
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　一例において、第１のＮＡＳメッセージは、Registration Requestメッセージ、Servic
e Requestメッセージ、UL NAS TRANSPORTメッセージまたは既存のＮＡＳメッセージまた
は新しいＮＡＳメッセージである。第２のＮＡＳメッセージは、Registration Acceptメ
ッセージ、ＴＳ　２４．５０１において定義されるようなＤＬ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯ
ＲＴ、Configuration Update Command、任意の他の既存のＮＡＳメッセージまたは新しい
ＮＡＳメッセージである。第３のＮＡＳメッセージは、ＵＬ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲ
Ｔ、Configuration Update Complete、ＴＳ　２４．５０１において定義されるような既
存のＮＡＳメッセージまたは新しいＮＡＳメッセージである。タイマＴ１は新しいタイマ
である。
【００５４】
　タイマＴ１の単位は、ミリ秒、秒、分または時間であってもよい。
【００５５】
　一例において、ネットワークは、第２のＮＡＳメッセージ内に、ＯＤＡＣＤの受信の肯
定応答を送るようにＵＥに要求する情報要素を含める。情報要素の受信時に、ＵＥは、Ｕ
ＥがＯＤＡＣＤを受信したことを示す情報要素を含む第２のＮＡＳメッセージを送信する
。別の例において、ＵＥは、第３のＮＡＳメッセージ内に、第２のＮＡＳメッセージにお
いて受信されるようなＯＤＡＣＤ情報要素を含める。一例において、ＵＥは、ＯＤＡＣＤ
の受信を明示的に示すいかなる情報要素も含めずに、第２のＮＡＳメッセージまたは第４
のＮＡＳメッセージを送信する。ネットワークにおいて第３のＮＡＳメッセージを受信す
ると、ネットワークは、ＯＤＡＣＤがＵＥにおいて正常に受信されたと決定する。
【００５６】
　一例において、ＵＥおよびネットワークは、本文書の解決策１においてキャプチャされ
たようなステップ３～１１に従うであろう。
【００５７】
　一例において、解決策２におけるネットワークまたは５ＧＣは、ＡＭＦである。一例に
おいて、解決策２におけるネットワークはＭＭＥである。
【００５８】
　別の態様
　前述されたＯＤＡＣＤは、以下のパラメータを含み得る：
【００５９】
　ａ）一致するoperator-defined access category definitionsをＵＥがどのような順序
で評価するべきかを示す優先値；
【００６０】
　ｂ）operator defined access category番号、すなわち、アクセスカテゴリがＵＥへ送
られているＰＬＭＮにおけるアクセスカテゴリを一意に識別する、３２～６３の範囲のア
クセスカテゴリ番号；および
【００６１】
　ｃ）１つまたは複数のアクセスカテゴリ基準タイプ、および関連付けられたアクセスカ
テゴリ基準タイプ値。アクセスカテゴリ基準タイプは、下記のうちの１つに設定され得る
：
　１）ＤＮＮ名；
　２）５ＱＩ；
　３）アクセス試行をトリガするアプリケーションのＯＳ　Ｉｄ＋ＯＳアプリケーション
Ｉｄ；または
　４）Ｓ－ＮＳＳＡＩ；および
【００６２】
　ｄ）任意選択で、確立要因を決定するためにアクセス識別と組み合わせて使用される、
標準化されたアクセスカテゴリ。
【００６３】
　ここで、各operator-defined access category definitionsは、異なる優先値を有して
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もよい。いくつかのoperator-defined access category definitionsは、同じoperator d
efined access category番号を有することができる。
【００６４】
　一例において、１つまたは複数のoperator-defined access category definitionsを有
するＮＡＳシグナリングメッセージを受信すると、ＵＥは、登録されたＰＬＭＮに対して
operator-defined access category definitionsを記憶するべきである。
【００６５】
　一例において、operator-defined access category definitionsを有しないＮＡＳシグ
ナリングメッセージを受信すると、ＵＥは、登録されたＰＬＭＮに対して記憶されたoper
ator-defined access category definitionsを削除するべきである。
【００６６】
　一例において、ＵＥがオフにされる場合、オン後にoperator-defined access category
 definitionsが使用され得るように、ＵＥは、operator-defined access category defin
itionsを保持するべきである。
【００６７】
　一例において、ＵＥが、過去に選択されたＰＬＭＮと等価でない、新しいＰＬＭＮを選
択する場合、ＵＥは過去に選択されたＰＬＭＮに対して構成されたoperator-defined acc
ess category definitionsの使用を停止するべきであり、過去に選択されたＰＬＭＮに対
して構成されたoperator-defined access category definitionsを保持するべきである。
【００６８】
　別の態様
　上述されたいかなるＮＡＳメッセージも、ＮＧＲＡＮノード（すなわちｇＮＢ）を介し
てＵＥとＡＭＦとの間で送信され得る。
【００６９】
　さらに、上述されたシーケンス、手続きまたはメッセージの一部は、１つまたは複数の
発明を識別するために必ずしも必要とは限らないことがあり得る。
【００７０】
　本明細書における、ユーザー装置（User Equipment、 UE）（もしくは移動局（mobile 
station）、移動端末（mobile terminal）、 モバイルデバイス（mobile device）、また
は無線端末（wireless device）などを含む）は、無線インターフェースを介して、ネッ
トワークに接続されたエンティティである。
【００７１】
　本明細書のUEは、専用の通信装置に限定されるものではなく、本明細書中に記載された
UEとしての通信機能を有する次のような任意の機器であっても良い。
【００７２】
　用語として「（3GPPで使われる単語としての）ユーザー端末（User Equipment、UE）」
、「移動局」、「移動端末」、「モバイルデバイス」、「無線端末」のそれぞれは、一般
的に互いに同義であることを意図しており、ターミナル、携帯電話、スマートフォン、タ
ブレット、セルラIoT端末、IoTデバイス、などのスタンドアローン移動局であってもよい
。
【００７３】
　なお用語としての「UE」「無線端末」は、長期間にわたって静止している装置も包含す
ることが理解されよう。
【００７４】
　またUEは、例えば、生産設備・製造設備および／またはエネルギー関連機械（一例とし
て、ボイラー、機関、タービン、ソーラーパネル、風力発電機、水力発電機、火力発電機
、原子力発電機、蓄電池、原子力システム、原子力関連機器、重電機器、真空ポンプなど
を含むポンプ、圧縮機、ファン、送風機、油圧機器、空気圧機器、金属加工機械、マニピ
ュレータ、ロボット、ロボット応用システム、工具、金型、ロール、搬送装置、昇降装置
、貨物取扱装置、繊維機械、縫製機械、印刷機、印刷関連機械、紙工機械、化学機械、鉱
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山機械、鉱山関連機械、建設機械、建設関連機械、農業用機械および／または器具、林業
用機械および／または器具、漁業用機械および／または器具、安全および／または環境保
全器具、トラクター、軸受、精密ベアリング、チェーン、歯車（ギアー）、動力伝動装置
、潤滑装置、弁、管継手、および／または上記で述べた任意の機器又は機械のアプリケー
ションシステムなど）であっても良い。
【００７５】
　またUEは、例えば、輸送用装置（一例として、車両、自動車、二輪自動車、自転車、列
車、バス、リヤカー、人力車、船舶（ship and other watercraft）、飛行機、ロケット
、人工衛星、ドローン、気球など）であっても良い。
【００７６】
　またUEは、例えば、情報通信用装置（一例として、電子計算機及び関連装置、通信装置
及び関連装置、電子部品など）であっても良い。
【００７７】
　またUEは、例えば、冷凍機、冷凍機応用製品および装置、商業およびサービス用機器、
自動販売機、自動サービス機、事務用機械及び装置、民生用電気・電子機械器具（一例と
して音声機器、スピーカー、ラジオ、映像機器、テレビ、オーブンレンジ、炊飯器、コー
ヒーメーカー、食洗機、洗濯機、乾燥機、扇風機、換気扇及び関連製品、掃除機など）で
あっても良い。
【００７８】
　またUEは、例えば、電子応用システムまたは電子応用装置（一例として、X線装置、粒
子加速装置、放射性物質応用装置、音波応用装置、電磁応用装置、電力応用装置など）で
あっても良い。
【００７９】
　またUEは、例えば、電球、照明、計量機、分析機器、試験機及び計測機械（一例として
、煙報知器、対人警報センサ、動きセンサ、無線タグなど）、時計（watchまたはclock）
、理化学機械、光学機械、医療用機器および／または医療用システム、武器、利器工匠具
、または手道具などであってもよい。
【００８０】
　またUEは、例えば、無線通信機能を備えたパーソナルデジタルアシスタントまたは装置
（一例として、無線カードや無線モジュールなどを取り付けられる、もしくは挿入するよ
う構成された電子装置（例えば、パーソナルコンピュータや電子計測器など））であって
も良い。
【００８１】
　またUEは、例えば、有線や無線通信技術を使用した「あらゆるモノのインターネット（
IoT：Internet of Things）」において、以下のアプリケーション、サービス、ソリュー
ションを提供する装置またはその一部であっても良い。
【００８２】
　IoTデバイス（もしくはモノ）は、デバイスが互いに、および他の通信デバイスとの間
で、データ収集およびデータ交換することを可能にする適切な電子機器、ソフトウェア、
センサー、ネットワーク接続、などを備える。またIoTデバイスは、内部メモリの格納さ
れたソフトウェア指令に従う自動化された機器であっても良い。またIoTデバイスは、人
間による監督または対応を必要とすることなく動作しても良い。またIoTデバイスは、長
期間にわたって備え付けられている装置および／または、長期間に渡って非活性状態（in
active）状態のままであっても良い。またIoTデバイスは、据え置き型な装置の一部とし
て実装され得る。IoTデバイスは、非据え置き型の装置（例えば車両など）に埋め込まれ
得る、または監視される／追跡される動物や人に取り付けられ得る。
【００８３】
　人間の入力による制御またはメモリに格納されるソフトウェア命令、に関係なくデータ
を送受信する通信ネットワークに接続することができる、任意の通信デバイス上に、IoT
技術が実装できることは理解されよう。
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【００８４】
　IoTデバイスが、機械型通信（Machine Type Communication、MTC）デバイス、またはマ
シンツーマシン（Machine to Machine、M2M）通信デバイス、NB-IoT(Narrow Band-IoT) U
Eと呼ばれることもあるのは理解されよう。またUEが、１つまたは複数のIoTまたはMTCア
プリケーションをサポートすることができることが理解されよう。MTCアプリケーション
のいくつかの例は、以下の表（出典：３ＧＰＰ　ＴＳ　２２．３６８　Ｖ１４．０．１（
２０１７－０８） Annex B、その内容は参照により本明細書に組み込まれる）に列挙され
ている。このリストは、網羅的ではなく、一例としてのMTCアプリケーションを示すもの
である。
【００８５】
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【表１】

【００８６】
　アプリケーション、サービス、ソリューションは、一例として、MVNO（Mobile Virtual
 Network Operator：仮想移動体通信事業者）サービス/システム、防災無線サービス/シ
ステム、構内無線電話（PBX（Private Branch eXchange：構内交換機））サービス/シス
テム、PHS/デジタルコードレス電話サービス/システム、POS（Point of sale）システム
、広告発信サービス/システム、マルチキャスト（MBMS（Multimedia Broadcast and Mult
icast Service））サービス/システム、V2X（Vehicle to Everything：車車間通信および
路車間・歩車間通信）サービス/システム、列車内移動無線サービス/システム、位置情報
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関連サービス/システム、災害/緊急時無線通信サービス/システム、IoT（Internet of Th
ings：モノのインターネット）サービス/システム、コミュニティーサービス/システム、
映像配信サービス/システム、Femtoセル応用サービス/システム、VoLTE（Voice over LTE
）サービス/システム、無線TAGサービス/システム、課金サービス/システム、ラジオオン
デマンドサービス/システム、ローミングサービス/システム、ユーザー行動監視サービス
/システム、通信キャリア/通信NW選択サービス/システム、機能制限サービス/システム、
PoC（Proof of Concept）サービス/システム、端末向け個人情報管理サービス/システム
、端末向け表示・映像サービス/システム、端末向け非通信サービス/システム、アドホッ
クNW/DTN（Delay Tolerant Networking）サービス/システムなどであっても良い。
　なお、上述したUEのカテゴリは、本明細書に記載された技術思想及び各態様の応用例に
過ぎない。これらの例に限定されるものではなく、当業者は種々の変更が可能であること
は勿論である。
【００８７】
　図３は、ＵＥ（３００）の主要構成要素を示すブロック図である。図示されるように、
ＵＥは、１つまたは複数のアンテナ（３０５）を介して、接続されたノードへ信号を送信
し、接続されたノードから信号を受信するように動作可能であるトランシーバ回路（３０
４）を含む。図３に必ずしも示されているとは限らないが、ＵＥは、当然ながら、従来の
モバイルデバイスの（ユーザインターフェースなどの）あらゆる通常の機能性を有してお
り、これは、必要に応じて、ハードウェア、ソフトウェアおよびファームウェアのうちの
いずれか１つ、または、これらの任意の組み合わせによって提供され得る。ソフトウェア
は、メモリにプリインストールされていてもよく、および／または、例えば、電気通信ネ
ットワークを介して、もしくは取外し可能なデータストレージデバイス（ＲＭＤ：ｒｅｍ
ｏｖａｂｌｅ　ｄａｔａ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｄｅｖｉｃｅ）から、ダウンロードされても
よい。
【００８８】
　コントローラ（３０１）は、メモリ（３０２）に記憶されたソフトウェアに従って、Ｕ
Ｅの動作を制御する。例えば、コントローラは、中央処理装置（ＣＰＵ）によって実現さ
れ得る。ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシステムと、少なくとも送受信機
制御モジュール（３０７）を有する通信制御モジュール（３０６）とを含む。通信制御モ
ジュール（３０６）は（その送受信機制御サブモジュールを使用して）、ＵＥと他のノー
ド、例えば、基地局／（Ｒ）ＡＮノード、ＭＭＥ、ＡＭＦ（および他のコアネットワーク
ノード）などとの間のシグナリングおよびアップリンク／ダウンリンクデータパケットを
処理する（生成する／送る／受信するステップ）役割を負う。そのようなシグナリングは
、例えば、接続確立およびメンテナンスに関連する、適切にフォーマットされたシグナリ
ングメッセージ（例えばＲＲＣメッセージ）、周期的位置更新に関連するメッセージ（例
えば、追跡エリア更新、ページングエリア更新情報、位置エリア更新）などのＮＡＳメッ
セージ等を含み得る。
【００８９】
　図４は、例示的な（Ｒ）ＡＮノード（４００）、例えば基地局（ＬＴＥにおける「ｅＮ
Ｂ」、５Ｇにおける「ｇＮＢ」）の主要な構成要素を示すブロック図である。図示される
ように、（Ｒ）ＡＮノード（４００）は、１つまたは複数のアンテナ（４０８）を介して
、接続されたＵＥへ信号を送信し、接続されたＵＥから信号を受信し、ネットワークイン
ターフェース（４０６）を介して、（直接的にまたは間接的に）他のネットワークノード
へ信号を送信し、他のネットワークノードから信号を受信するように動作可能である送受
信機回路（４０７）を含む。コントローラ（４０１）は、メモリ（４０２）に記憶された
ソフトウェアに従って、（Ｒ）ＡＮノードの動作を制御する。例えば、コントローラは、
中央処理装置（ＣＰＵ）によって実現され得る。ソフトウェアは、メモリにプリインスト
ールされていてもよく、および／または、例えば、電気通信ネットワークを介して、もし
くは取外し可能なデータストレージデバイス（ＲＭＤ）から、ダウンロードされてもよい
。ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシステムと、少なくとも送受信機制御モ
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ジュール（４０４）を有する通信制御モジュールとを含む。
【００９０】
　通信制御モジュール（４０３）は（その送受信機制御サブモジュールを使用して）、（
Ｒ）ＡＮノードと他のノード、例えば、ＵＥ、ＭＭＥ、ＡＭＦなどとの間のシグナリング
を（例えば、直接的にまたは間接的に）処理する（生成する／送る／受信する）役割を負
う。シグナリングは、例えば、（特定のＵＥについての）無線接続および位置手続きに関
する、特に、接続確立およびメンテナンス（例えば、ＲＲＣ接続確立および他のＲＲＣメ
ッセージ）に関する、適切にフォーマットされたシグナリングメッセージ、周期的位置更
新に関連するメッセージ（例えば、追跡エリア更新、ページングエリア更新、位置エリア
更新）、Ｓ１　ＡＰメッセージおよびＮＧ　ＡＰメッセージ（すなわち、Ｎ２基準点によ
るメッセージ）等を含んでもよい。そのようなシグナリングは、例えば、送る場合にはブ
ロードキャスト情報（例えば、マスター情報およびシステム情報）も含んでもよい。
【００９１】
　コントローラは、実装される場合、ＵＥモビリティ推定および／または移動軌跡推定な
どの関連するタスクを処理するように（ソフトウェアまたはハードウェアによって）も構
成される。
【００９２】
　図５は、ＡＭＦ（５００）の主要な構成要素を示すブロック図である。ＡＭＦ（５００
）は、５ＧＣに含まれる。図示されるように、ＡＭＦ（５００）は、ネットワークインタ
ーフェース（５０６）を介して、他のノード（ＵＥを含む）へ信号を送信し、他のノード
から信号を受信するように動作可能である送受信機回路（５０７）を含む。コントローラ
（５０１）は、メモリに記憶されたソフトウェアに従って、ＡＭＦ（５００）の動作を制
御する。例えば、コントローラは、中央処理装置（ＣＰＵ）によって実現され得る。ソフ
トウェアは、メモリにプリインストールされていてもよく、および／または、例えば、電
気通信ネットワークを介して、もしくは取外し可能なデータストレージデバイス（ＲＭＤ
）から、ダウンロードされてもよい。ソフトウェアは、とりわけ、オペレーティングシス
テムと、少なくとも送受信機制御モジュール（５０４）を有する通信制御モジュール（５
０３）とを含む。
【００９３】
　通信制御モジュールは（その送受信機制御サブモジュールを使用して）、ＡＭＦと他の
ノード、例えば、ＵＥ、基地局／（Ｒ）ＡＮノード（例えば、「ｇＮＢ」または「ｅＮＢ
」）などとの間のシグナリングを（直接的にまたは間接的に）処理する（生成する／送る
／受信する）役割を負う。そのようなシグナリングは、例えば、本明細書において説明さ
れる手続きに関連する、適切にフォーマットされたシグナリングメッセージ、例えば、Ｕ
ＥからおよびＵＥへＮＡＳメッセージを伝達するためのＮＧ　ＡＰメッセージ（すなわち
、Ｎ２基準点によるメッセージ）等を含んでもよい。
【００９４】
　当業者によって認識されるように、本開示は、方法およびシステムとして具現化され得
る。したがって、本開示は、完全なハードウェア実施形態、ソフトウェア実施形態、また
はソフトウェア態様とハードウェア態様とを組み合わせた実施形態の形式を取り得る。
【００９５】
　ブロック図の各ブロックが、コンピュータプログラム命令によって実装され得ることが
理解されるであろう。これらのコンピュータプログラム命令は、汎用コンピュータ、専用
コンピュータ、または機械を生成するための他のプログラム可能なデータ処理装置のプロ
セッサへ提供され、これにより、コンピュータまたは他のプログラム可能なデータ処理装
置のプロセッサを介して実行される命令が、フローチャートにおいて特定される機能／行
為、および／またはブロック図の１つもしくは複数のブロックを実装するための手段を生
み出す。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替案において、プ
ロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状
態機械であってもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイス、例えば、複数のマ
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イクロプロセッサ、１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成の組み合わせとしても実装され得る。
【００９６】
　本明細書において開示される例に関連して説明される方法またはアルゴリズムは、直接
ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて
、またはこれら２つの組み合わせにおいて、具体化され得る。ソフトウェアモジュールは
、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリー、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ
メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技
術分野において知られている任意の他の形態の記憶媒体に常駐してもよい。記憶媒体は、
プロセッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるよう
に、プロセッサに結合され得る。代替案において、記憶媒体は、プロセッサと一体であっ
てもよい。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに常駐してもよい。
【００９７】
　開示されている例の前述の説明は、いかなる当業者も本開示を作製または使用すること
を可能にするように提供されている。これらの例に対する様々な変形は、当業者に容易に
明らかとなり、本明細書において定義される一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲か
ら逸脱せずに、他の例に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書において示され
た例に限定されるようには意図されていないが、本明細書において開示された原理および
新規な特徴と一致する、最も広い範囲に合致するべきものである。
【００９８】
　本出願は、２０１８年９月１９日に出願されたインド特許出願第２０１８１１０３５３
１８号に基づいており、このインド特許出願の優先権の利益を主張し、このインド特許出
願の開示内容は、その全体が参照によって本明細書に組み込まれている。
【符号の説明】
【００９９】
３００　ＵＥ
３０１　コントローラ
３０２　メモリ
３０３　ユーザインターフェース
３０４　送受信機回路
３０５　アンテナ
３０６　通信制御モジュール
３０７　送受信機制御モジュール
３０８　オペレーティングシステム
４００　（Ｒ）ＡＮノード
４０１　コントローラ
４０２　メモリ
４０３　通信制御モジュール
４０４　送受信機制御モジュール
４０５　オペレーティングシステム
４０６　ネットワークインターフェース
４０７　送受信機回路
４０８　アンテナ
５００　ＡＭＦ
５０１　コントローラ
５０２　メモリ
５０３　通信制御モジュール
５０４　送受信機制御モジュール
５０５　オペレーティングシステム
５０６　ネットワークインターフェース
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５０７　送受信機回路

【図１】 【図２】



(20) JP 6825746 B2 2021.2.3

【図３】 【図４】

【図５】
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